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1. 研究の背景
　第二次世界大戦後の日本の住宅は空襲による消失等により，




1962 年にニュータウン第 1 号となる千里ニュータウンが誕












































































　茶山台団地，C 団地共 60 代以上の高齢者が全体の 70% を
超えており（図 3），高齢者で 30 年以上の長期居住者が多い。
　世帯の家族数は，茶山台団地は夫婦 2 人が 34% 最も多く，
単身者も 19% と入居時よりも増えてきている。





にとっての住みやすさ」は 2 団地平均 12%，「住棟・屋外環
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図6　生活する上で不安に感じること（赤：C団地　青：茶山台団地）
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応が必要であると思われる（図 9, 図 10）。
　
52 生活環境学研究 No.7 2019 
図10  C団地住まいの意向
図9  茶山台団地住まいの意向
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